












状態にあると確認されています。平成3年5月 15日から土石流の頻発、 5月 24日の火砕流の
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賢岳火砕流惨事から 2年 市民とマスコミの対話集会」， 1993.6
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374）太田一也：雲仙普賢岳の火山活動と災害ー 1990-1993年一，土木学会平成 5年度全国
大会特別講演会講演要旨， pp.7・11, 1993. 9 
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377）岩元 賢・杉本真紀・渡辺一仁：雲仙普賢岳・火山災害の総合防災計画に関する研
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378）久松健一・高橋和雄：雲仙普賢岳の火山災害の復興に関する調査，土木学会第48回年
次学術講演会，共通セッション， pp.2021, 1993.9 
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380）平野宗夫・橋本晴行・川｜原恵一郎： 1993年雲仙における土石流災害について，第12
回日本自然災害学会学術講演会講演概要集， pp.5556, 1993.10 
381）山本晴彦・鈴木義則・早川誠市：雲仙・普賢岳の噴火による農業被害について，第12
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学会学術講演会講演概要集， pp.99-100, 1993. 10 
384）遠藤邦彦・宮原智哉・新川和範・磯 望・陶野郁雄・天国邦博：降下火山灰と火
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385）檀原 徹・岩野英樹・星住英夫・渡辺一徳：若い火山岩のフイッション・トラック
年代測定の試み，日本火山学会講演予稿集1993年度秋季大会， p.51, 1993. 10 
386）渡辺一徳・星住英夫・川辺禎久：雲仙火山新期の活動史，日本火山学会講演予稿集1993
年度秋季大会， p.52, 1993. 10 
387）中村真人・雲仙岳・普賢岳の活動はいつまで続き得るか？，日本火山学会講演予稿
集1993年度秋季大会， p.53, 1993. 10 
388）高橋春男・松本和康・佐藤 純：雲仙普賢岳噴出物のラドン脱ガス率，日本火山学
会講演予稿集1993年度秋季大会， p.54, 1993. 10 
389）中村美千彦．雲仙混合マグマ中の磁鉄鋼斑品滞留時間分布解析によるマグ、マ供給過
程の推定，日本火山学会講演予稿集1993年度秋季大会， p.55, 1993. 10 
390）宮原智哉・遠藤邦彦・大野希一・宮地直道・磯 望：雲仙普賢岳噴火噴出物の粒
度特性，日本火山学会講演予稿集1993年度秋季大会， p.56, 1993. 10 
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392）石川芳治・山田 孝・井戸清雄：火砕流熱風部の運動機構とその数値シミュレーシ
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396）松島 健・大見土朗：雲仙普賢岳溶岩ドーム近傍におけるGPS観測（ 2 ），日本火山学
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山活動の水産業に及ぼす影響一 I火山活動と調査研究の経緯一，平成 5年度日本水産
学会秋季大会講演要旨集， p.25, 1993. 10 
410）高山久明・山口恭弘・商ノ首英之・吉田範秋：雲仙普賢岳火山活動の水産業に及ぼ
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425）高橋和雄・松野 進・雲仙普賢岳の火山災害の復興に関する調査，自然災害科学研
究平成 5年度第 1回西部地区部会・研究発表会， 1993.11 
426）高橋和雄・荒巻博志：火山活動に対応した都市整備に関する調査ーその 1 降灰の
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429）宮入興一：雲仙火山災害の特徴と復興の諸課題，第12回日本科学者会議九州地方区シ
ンポジワム・雲仙火山災害公開講演会予稿集「考えよう 復興に向けて何をなすべき
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方区シンポジウム・雲仙火山災害公開講演会予稿集「考えよう 復興に向けて何をな













436）高田 勇：雲仙普賢岳災害対策について，平成 5年度噴火 3周年行事「普賢岳噴火
から 4年目を迎えて」， 1993.11
437）今井康容：防災について，平成 5年度噴火 3周年行事「普賢岳噴火から 4年目を迎
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年代測定の試み 雲仙普賢岳・眉山の例一，日本火山学会講演予稿集， 9巻， A51,
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然災害学会学術講演会講演概要集， pp,35 36, 1994. 9 
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459）横山哲夫：雲仙・普賢岳火山災害と長崎大学，平成 6年度長崎大学公開講座，雲仙・
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普賢岳火山災害にいどむ 長崎大学からの提言 ，長崎会場， 1994.9 
460）後藤恵之輔・雲仙火山災害の経緯調査と教訓，平成 6年度長崎大学公開講座，雲仙・






























雲仙・普賢岳火山災害にいどむ一長崎大学からの提言 ，玉名会場， 1994.9 








普賢岳火山災害にいどむ一長崎大学からの提言 ，玉名会場， 1994.9 
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483）高橋和雄・藤井 真：噴火災害下における島原市の復興・振興計画について，自然
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F 38, p. 98, 1994 
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505）中田節也・木村慶信・清水 洋：雲仙普賢岳マグ、マ溜りからの上昇様式 マグ、マ水
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517）藤井 真・高橋和雄：火山災害下における島原市の振興計画策定に関する調査，第14






521）後藤恵之輔：眉山の植生回復予測，第 4回雲仙火山災害の調査研究成果報告会， p,1 
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522）山中 稔：土石流堆積物の水中構造物への適用性，第 4回雲仙火山災害の調査研究
成果報告会， pp,2-3, 1996. 1 
523）荒生公雄：雲仙岳周辺における 1994年の降雨の特徴，第 4回雲仙火山災害の調査研究
成果報告会， pp,4 5, 1996. 1 
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の調査研究成果報告会， pp.10-11, 1996. 1 
527）横尾美智代：大野木場小学校児童の噴火に対する受けとめ方，第 4回雲仙火山災害





災害科学研究平成 7年度第 2回西部地区部会・研究発表会，福岡， 1996.2
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25）プライパシー保護に配慮した個室型避難施設完成， No.458, p. 10, 1992. 12 
26）防災施設を模型実験， No.461, p. 8, 1993. 3 
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27）急がれる土石流対策， No.464, p. 8, 1993. 6 
28）雲仙岳災害・島原半島復興振興計画の策定に向けて， No.464, p. 8, 1993. 6 
29）高田知事が被災地視察， No.464, p. 10, 1993. 6 
30）自然との闘いー雲仙・普賢岳噴火災害対策， No.466, p. 8, 1993. 8 
31）よみがえれ農地 とりもどそう水と緑！ ! , No. 467, p. 8, 1993. 9 
32）知ってますか県産品，普賢ガラス， No.467, p. 18, 1993. 9 
33）普賢岳の鎮静を祈って， No.468, p.13, 1993.10 
34）中尾川に緊急連絡橋完成， No.469, p. 11, 1993. 11 
35）災害に強いまちづくりを目指して一雲仙・普賢岳噴火災害対策： No.4 70, p. 8, 1993. 12 
36）普賢岳噴火から 4年目を迎えて， No.470, p. 10, 1993. 12 
37）雲仙岳災害・島原半島復興振興計画を決定，火山との共生をめざして， No.471,pp.23, 
1994. 1 
38）雲仙グリーンロード北部地区供用開始， No.471, p. 8, 1994. 1 
39）被災者用住宅団地が完成， No.471, p. 10, 1994. 1 
40）島原深江道路，橋脚工事に着工， No.471, p.11, 1994.1 
41）将来に向けた人材づくり， No.471, p. 12, 1994. 1 
42）中尾川流域を土石流から守る， No.472, p. 8, 1994. 2 
43）普賢岳からメリークリスマス， No.472, p.11, 1994.2 
44）農地復興を目指して基盤整備始まる， No.472, p. 11, 1994. 2 
45）雲仙岳噴火にかかる災害対策， No.473, p. 4, 1994. 3 
46）監視カメラを一元化ー「映像ネットワーク」整備， No.473, p. 8, 1994. 3 
47）島原，深江を救え， No.474, p.12, 1994.4 
48）雲仙・普賢岳の様子がリアルタイムな画面で， No.476, p. 11, 1994. 6 
49）雲仙岳噴火災害対策， No.4 78, p. 2, 1994. 8 
50）住民が山と共に生きているからこそ撮る， No.479, p. 9, 1994. 9 
51）湯江川流域に最大規模のスーパ一治山ダムを建設
52）雲仙普賢岳噴火対策について， No.483, p. 7, 1995. 1 
53）島原からクリスマスのメセージ， No.483, p. 10, 1995. 1 
54) 4年間の災害記録集完成， No.483, p. 12, 1995. 1 
55）住宅の安定的確保に一歩， No.484, p. 11, 1995. 2 
56）農業復興めざし溶液栽培， No.485, p. 12, 1995. 3 
57）雲仙・普賢岳噴火災害についての防災体制， No.486, p. 3, 1995. 4 
58）全面開通めざし疾走， No.486, p. 9, 1995. 4 
59）国道251号水無川橋が開通， No.487, p. 10, 1995. 5 
60）安中三角地帯をかさ上げ， No.489, p.11, 1995.7 
61）アーケードで復興アピーノレ， No.489, p. 12, 1995. 7 
62）「火山観光化推進基本構想」策定， No.490, p. 8, 1995. 8 
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63）スーパ一治山ダム完成， No.490, p. 10, 1995. 8 
64）復興への決意あらたに， No.492, p. 13, 1995. 10 
65）天皇皇后両陛下，島原・深江へ， No.494, p. 10, 1995. 12 
66）環境をいかしてまちづくり島原市， No.494, p. 13, 1995. 12 
67）雲仙普賢岳復興対策， No.495, p.6, 1996.1 
68) 「雲仙・普賢岳噴火災害」救援活動に関する感謝決議， No.495, p. 7, 1996. 1 
69）安心と勇気をありがとう， No.495, p. 11, 1996. 1 
70）平成溶岩に復興への誓い新た， No.495, p. 12, 1996. 1 
71）復興の”っちおと”が聞こえるまち， No.495, p. 17, 1996. 1 
72）雲仙岳災害対策基金の増額と延長決定， No.496, p. 8, 1996. 2 
73）半島振興計画承認， No.496, p. 8, 1996. 2 
74）普賢岳からメリークリスマス， No.496, p. 10, 1996. 2 
75）水無川災害復旧助成事業完了， No.498, p. 11, 1996. 4 
76）観光復興記念館オープン， No.500, p. 12, 1996. 6 
77）もっと島原半島を元気に「がまだす計画」策定へ， No.501, p. 8, 1996. 7 
78）眉山に大型治山ダム完成， No.501, p. 10, 1996. 7 
79）本格復興へ向け新たな一歩， No.501, p. 11, 1996. 7 
80）溶岩ドームを「平成新山」と命名， No.501, p.12, 1996.7 
81）湯江川流域に再大規模のスーパー治山ダムを建設， No.481, p. 8, 1994. 11 
82）がまだす計画について（雲仙岳災害復興対策，災害に強いまちづくり計画） , No. 502, 
p, 6, 1996. 8 
83）島原温泉病院の建て替えについて， No.502, p. 7, 1996. 8 
84）全国に発信したい貴重な体験， No.505, p. 9, 1996. 11 
85）島原深江被災農家初出荷， No.506, p. 10, 1996. 12 
86）がまだす料理を PR, No. 506, p. 11, 1996. 12 
87）「復興シンポジウム」開催， No.506, p. 12, 1996. 12 
88）がまだす計画， No.507, p. 5, 1997. 1 
89）島鉄「安新大橋」完成， No.508, p; 10, 1997. 2 
90）島原地域再生行動計画（愛称、がまだす計画）策定（1997-2001年までの 5カ年計画），
No. 510, pp. 2-5, 1997. 4 
91) がまだす計画発進！ , No. 512, p. 11, 1997. 6 
92）日本画「普賢岳Jを寄贈， No.514, p. 11, 1997. 8 
93）「自然との調和」の願いを込めて， No.516, p. 12, 1997. 10 
94）みんなの意見を「島原火山科学博物館Jづくりへ， No.520, p. 11, 1998. 2 
95）島原半島の新たな観光拠点をめざして， No.522, p. 8, 1998. 4 
96）水無Jl1号砂防ダムが完成一島原深江道路も一部供用開始一， No.522, p. 10, 1998. 4 
97）島原港に新ターミナルが完成， No.523, p. 10, 1998. 5 
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98）知事が島原半島を視察， No.524, p. 11, 1998. 6 
99）雲仙が変わるー緑のダイヤモンド計画， No.525, pp. 6 7, 1998. 7 
100）普賢岳が美しい山に戻る日までシャッターを切り続けたい， No.525, p. 9, 1998. 7 
101）「防災の森Jに記念の第 1歩， No.525, p. 11, 1998. 7 
102）災害の記憶を後世に伝える， No.525, p. 12, 1998. 7 
103）平成 9年度地域情報発進事業「がまだす島原」返信ハガキ集， THANK  S，長崎
県，全44頁， 1998.7 
104）大手川の河川改修・砂防事業が完了， No.531, p. 10, 1999. 1 
105）緑の復元をめざしてい No.531, p. 14, 1999. 1 
106）雲仙岳災害復興対策の推進， No.532, p. 6, 1999. 2 
107）雲仙岳噴火災害農地復旧・復興事業が完了， No.533, p. 10, 1999. 3 
108）島原深江町道路が開通， No.534, p. 10, 1999.4 
109）普賢岳を眺めながら走り初め， No.534, p. 15, 1999. 4 
110）ょうこそ，がまだすアグリ王国へ， No.534, p. 14, 1999. 4 
111）「がまだす計画」に農協合併が追加， No.535, p. 11, 1999. 5 
112）雲仙岳災害記念館（仮称）整備事業， No.536, p. 12, 1999. 6 
113）被災校舎を一般開放， No.537, p. 15, 1999. 7 
114）災害からの自然再生焼山園地と田代原キャンプが完成， No.538, p.11, 1999.8 
115）平成13年度中の開院をめざして県立島原温泉病院の建て替え始まる～ No.539, p. 11, 
1999.9 
116）平成新山のふもとにスポーツ・文化の拠点が誕生， No.539, p. 14, 1999. 9 
117）全国初の無人化施工一水無川流域治山ダムが着工， No.541, p. 10, 1999. 11 
118）深江町立大野木場小学校の新校舎が落成， No.545, p. 11, 2000. 3 
119）雲仙グリーンロードが全線開通， No.545, p. 12, 2000. 3 
120）火山災害をのりこえて一元気になりました島原半島， Vol.11, 2001. 9 
121）ふるさと大好き手づくりまちづくり， Vol.13, 2001. 11 
122）長崎県立島原病院平成14年 1月24日オープン， Vol.17, 2002.3 
123）全国初の火山体験型記念館 雲仙岳災害記念館「がまだすドーム」が 7月 1日島原
市に誕生！ ! , Vol. 3, p. 2-3, 2002. 7 
124）「がまだすドーム」オープン， Vol.8, p. 5, 2002. 12 
125）平成新山が天然記念物に！，火山について学べる！「雲仙岳災害記念館J,Vol. 21, p. 11, 
2004. 1 
1998 nagasaki 長崎県政この 1年
1 ）島原港に新ターミナル完成， p.11, 1999. 2 
2）水無川 1号砂防ダムが完成，大手川河川改修・砂防事業が完了， p.15, 1999. 2 
3）「防災の森」造成記念植樹，緑のダイヤモンド計画事業， p.17, 1999.2 
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4）島原温泉病院の基本計画まとまる， p.22, 1999. 2 
1999 nagasaki 長崎県政この 1年
1 ）島原地域行動再生計画（がまだす計画） ' p. 15, 2000. 3 
2001 nagasaki 長崎県政この 1年
見せますながさき’ 99
1 ）がまだす計画， p.13, 1999.6 
広報しまばら
1) 198年ぶりの異変，普賢岳が噴煙をあげる， No.440, pp. 4 5, 1990. 12 
2）普賢岳再噴火，新火口から激しくわく噴煙・灰眉山崩壊へ備え特別避難計画を公表
一， No.443, pp. 2-5, 1991. 3 
3）普賢岳の火山活動，災害対策の焦点は泥流・土石流対策へ， No.445, pp. 2-5, 1991. 5 
4）普賢岳は動いている，自然災害の無残なツメ跡を残した後もなお…， No.446,pp. 3-13, 
1991. 6 
5）天皇・皇后両陛下が島原訪問，被災住民をお見舞い， No.447, pp. 2-3, 1991. 7 
6）普賢岳は動いている，心配していた土石流発生そして，溶岩ドームは依然成長， No.
447, pp. 4-27, 1991. 7 
7 ）普賢岳は動いている，「いったい，いつまで」衰えを見せないが普賢岳ぺ No.448,pp. 2-13, 
1991. 8 
8）火砕流から身を守るために， 「もしかしたら」と考えよう， No.449, pp. 2 3, 1991. 9 
9）普賢岳は動いている，新溶岩ドームから火砕流発生 千本木地区に危険が迫る， No.449,
pp. 4-15, 1991. 9 
10）普賢岳 9月15日の火砕流分布図， No.450, pp. 2 3, 1991. 10 
11）普賢岳は動いている，大規模火砕流が発生そして・・・台風が直撃， Nα450, pp. 4 13, 
1991. 10 
12）生命と生活を守るために島原災害派遣隊の活動状況， No.451, pp. 2-3, 1991. 11 
13）普賢岳は動いている，山は落ち着いているように見えるが今後も厳重な警戒が必要，
No.451, pp. 4 11, 1991. 11 
14）普賢岳は動いている，火山活動は依然活発そして越年の見通し， No.452,pp. 2-9, 1991. 12 
15）普賢岳は動いている，成長を続ける溶岩ドーム終息の兆しは見えず， No.453,pp. 4 11, 
1992. 1 
16）普賢岳は動いている，火山活動は依然活発今後も厳重な警戒を， No.454,pp. 2-9, 1992. 2 
17）普賢岳は動いている，火砕流・土石流には厳重な警戒を， No.455, pp. 2 9, 1992. 3 
18）災害に強いまちづくりをめざして， No.455, pp. 10-12, 1992. 3 
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19）普賢岳は動いている，火山活動は一向に衰える気配を見せず， No.456,pp. 8-14, 1992. 4 
20）平成 3年度観光動態，雲仙普賢岳噴火災害のため観光客が大幅に減少， No.457, 
pp.2-3, 1992.5 
21）普賢岳は動いている，警戒区成設定 1年を超える， No.457, pp.4-9, 1992.5 
22）災害には十分注意を， No.457, p. 10, 1992. 5 
23）惨事から 1年 6月 3日，追悼行事を開催， No.458, pp. 2-3, 1992. 6 
24）普賢岳は動いている，溶岩の供給は依然として活発， No.458, pp. 4-9, 1992. 6 
25）普賢岳は動いている，隆起する溶岩ドーム普賢岳の標高を上回る， No.459, pp. 4-9, 
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26）脅威！！土石流， No.460, pp. 2-3, 1992. 8 
27）普賢岳は動いている，到達距離が延びる火砕流，土石流による被害も発生， No.460, 
pp. 4-9, 1992. 8 
28）普賢岳は動いている，警戒区域を一部解除，今後も十分な警戒と注意を， No.461, pp. 2-8, 
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29）普賢岳は動いている，火山活動は衰えず，避難生活は今年いっぱいに， No.462, pp. 2 7, 
1992. 10 
30）普賢岳は動いている，噴火から 2年，火山活動は終息せず， No.463, pp. 2-6, 1992. 11 
31) 個室型集合避難施設が完成， 1 2 2世帯の収容が可能， No.463, p.7, 1992.11 
32）普賢岳は動いている，第 9溶岩ドーム出現，終息、の気配は・・・， No.464, pp. 2-6, 
1992. 12 
33）空への避難，ヘリコプター離着陸用広場が完成， No.464, p. 7, 1992. 12 
34）目で見る復興元年， No.464, p. 12, 1992. 12 
35）普賢岳は動いている，溶岩の噴出量が減少，落ち着いた状態が続く， No.465, pp. 3 7, 
1993. 1 
36）普賢岳は動いている，終息の気配はしても，厳重な警戒が必要， No.466, pp. 2-5, 1993. 2 
37）普賢岳は動いている，第10溶岩ドームが成長，今後も厳重な警戒が必要， No.467, pp. 2-5, 
1993. 3 
38）うるおいと活力に満ちた災害に強いまちづくり， No.468, pp. 12 15, 1993. 4 
39）普賢岳は動いている，第11溶岩ドーム出現，不安定な状態が続く， No.468, pp. 12-15, 
1993.4 
40) 猛威再び，土石流が発生しやすくなっています日ごろから避難の準備は万全に，
No. 469, pp. 2-4, 1993. 5 
41)普賢岳は動いている，火砕流が頻発，火山活動は依然活発， No.469, pp. 6-10, 1993. 5 
42）降灰への心がけ， No.469, p.17, 1993.5 
43) 6月 3日から 2年・・・活動を続ける普賢岳と島原， No.470, pp. 2-3, 1993. 6 
44）普賢岳は動いている，中尾川へ火砕流，再び警戒区域を拡大， No.470, pp. 4-8, 1993. 6 
45）普賢岳は動いている，火砕流と土石流，市街地が一時孤立， No.471, pp. 2-10, 1993. 7 
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46）義援金の配分状況， No.471, p.11, 1993.7 
47）普賢岳は動いている，第11溶岩ドームが成長，火山性地震が過去最高に， No.4 72, pp. 2-7, 
1993.8 
48）眉山六渓で土石流， No.473, p.2, 1993.9 
49）普賢岳は動いている，大きく成長する溶岩ドーム，引き続き厳重な警戒を， No.473,
pp, 3 9, 1993. 9 
50）普賢岳は動いている，急ピッチで進む防災工事，不安定さを増す第11溶岩ドーム，
No. 474, pp. 4-6, 1993. 10 
51）普賢岳は動いている，普賢岳噴火から 3年，終息する兆しは見えず， No.475,pp.67, 
1993. 11 
52）災害に強いまちづくりを目指し，国道251号水無川仮設橋が完成， No.476, p. 2, 1993. 12 
53）普賢岳は動いている，急ピッチで進む緊急工事，普賢岳の活動は依然活発， No.476,
pp.36, 1993.12 
54）普賢岳は動いている，新たな展開？普賢神社も埋まる， No.477, pp. 9-13, 1994. 1 
55）起死回生 生活拠点確保に向け安心できる住宅を， No.478, pp. 2-4, 1994. 2 
56）普賢岳は動いている，第12溶岩ドームが出現，多方向で火砕流が発生， No.478, pp. 5 8, 
1994. 2 
57）島原災害派遣1, 000日 活躍する自衛隊， No.479, pp.2-3, 1994.3 
58）起死回生 安心で快適な防災都市づくり， No.479, pp.4・6, 1994. 3 
59）無人化工事で土石を除去， No.479, p6, 1994. 3 
60）普賢岳は動いている，普賢池が埋没 厳重な警戒が必要， No.479, pp. 7 9, 1994. 3 
61) 起死回生 明るく住みよいまちづくりを推進， No.480, pp. 8 9, 1994. 4 
62）普賢岳は動いている，活発な火山活動 十分な注意を， No.480, pp. 11-13, 1994. 4 
63）今までの災害を教訓にして，災害に対する備えを再確認， No.481, pp. 2-5, 1994. 5 
64）普賢岳は動いている，多方面で火砕流衰えを見せない火山活動， No.481, pp. 6-7, 1994. 5 
65）起死回生 観光客の誘致へ向け積極的な活動を展開， No.481, pp. 8-10, 1994. 5 
66）復興に向けて， No.482, pp. 2-3, 1994. 6 
67）起死回生 漁業の活性化に向けて新規事業を導入， No.482, pp. 4-5, 1994. 6 
68）普賢岳は動いている，溶岩噴火から丸 3年依然続く火山活動， No.482, pp. 6-8, 1994. 6 
69）避難対策確認はできましたか？ー防災ガイドブックと防災マップを作成一， No.482, 
p, 14, 1994. 6 
70）起死回生 健康で明るい家庭を築くために， No.483, pp. 2 3, 1994. 7 
71）普賢岳は動いている，第13ドーム出現火山活動は依然活発， No.483, pp. 4-6, 1994. 7 
72）義援金の配分状況， No.483, p. 7, 1994. 7 
73）湯江川方向の普賢岳， No.483, p. 12, 1994. 7 
74）’ 94火山砂防フォーラム 安全で魅力ある地域づくりを目指し， No.484, pp. 2 3, 1994. 8 
75）起死回生 高齢化時代の社会に向けて， No.484, pp. 4-6, 1994. 8 
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76）普賢岳は動いている，表面上は落ち着いた状態急ピッチで進む砂防工事， No.484, 
pp. 8 9, 1994. 8 
77) 86年間の歴史に幕折橋分校廃校式， No.484, p. 14, 1994. 8 
78）起死回生 中心市街地再生を目指し， No.485, pp. 2-3, 1994. 9 
79）普賢岳は動いている，火砕流が多発火山活動は活発， No.485, pp. 4 6, 1994. 9 
80）土石流発生に備えて， No.485, p. 7, 1994. 9 
81）名球会がやってきた， No.485, p. 14, 1994. 9 
82）中尾川流域土石流対策， No.486, p. 2, 1994. 10 
83）仁田団地 完成までもう少し， No.486, p. 3, 1994. 10 
84）普賢岳は動いている，溶岩供給は低レベル比較的落ち着いた状態， No.486, pp. 4-6, 
1994. 10 
85）進んでいます 防災・復興， No.487, pp.23, 1994.11 
86）普賢岳は動いている，溶岩ドームは内的成長活動は第 2波の後期， No.487, pp. 5-7, 
1994. 11 
87）災害支援イベントがぞくぞくー泉谷しげるさん再び 噴火災害救済コンサート，自
然に親しんで健康づくり 島原半島ツーデーマーチ， NH K 「どんとこい民謡」公
開録画， pp.10 11, 1994. 11 
88）復興・再生に向けてー市長を囲む懇談会一， No.488, pp. 4 7, 1994. 12 
89）普賢岳は動いている，噴火から丸 4年 火山活動はいつまで・・・， No.488, pp. 8-9, 
1994. 12 
90）三会海岸埋め立て事業， No.488, pp. 10 11, 1994. 12 
91）平成 6年復興・再生の 1年， No.488, pp. 12-13, 1994. 12 
92）復興へ向けて・島原復興の風にー第 7回名水の里ジョギングフェスティパルー，美
しく・愉快にー杉谷地区演芸大会一，復興への輝きー’ 94島原ファンタジア， No.488, 
pp. 14, 1994. 12 
93）緊急避難路大下仁回線が一部開通， No.489, pp. 3, 1995. 1 
94）普賢岳は動いている，隆起が続く普賢岳標高は1, 500mに， No.489, pp. 8-9, 1995. 1 
95）地域高規格道路に指定 島原道路の深江町・諌早間， No.489, pp. 14, 1995. 1 
96）仁田団地が完成， No.490, pp. 2, 1995. 2 
97）湯江川流域の防災工事始まる， No.490, pp. 3, 1995. 2 
98）島場深江道路の上部工設置へ， No.490, pp. 3, 1995. 2 
99）普賢岳は動いている，火山活動は低調，災害への備えは十分に， No.489,pp.4-6, 1995.2 
100）災害に負けるな！広がる支援の輪， No.490, pp. 16, 1995. 2 
101）普賢岳は動いている，地震回数が減少，活動はきわめて低調， No.491, pp. 4 5, 1995. 3 
102）平成 7年度施政方針，火山とともに生きる湧水と歴史の国民公園都市をめざします，
No. 492, pp. 4-9, 1995. 4 
103）普賢岳は動いている，活動は落ち着いた状態，災害への備えは忘れずに， No.492, 
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pp. 10 11, 1995. 4 
104）復興・再生への礎が着々と完成一国道251号水無川橋，中尾川災害関連緊急砂防事業，
島原市雲仙普賢岳復興祈念公園， No.492, pp. 12, 1995. 4 
105）平成 6年度観光動態調査，観光客に回復の兆し， No.493, pp. 2-4, 1995. 5 
106）雨の多いシーズンを迎えます，あなたの備えは万全ですか， No.493, pp. 5-7, 1995. 5 
107）普賢岳は動いている，落ち着いた状態が続く普賢岳，梅雨期の土石流に注意を， No.493, 
pp. 8-10, 1995. 5 
108）国道57号山側ルートの通行を再開，水無川｜・中尾川流域の緑化対策ヘリから種子を空
中散布，湯江川流域に治山ダム 2基完成， No.493, pp.11, 1995.5 
109) 44の御霊やすらかに， 6月 3日仁田団地内の追悼碑前において追悼式を挙行， No.493, 
pp.16, 1995.5 
110）雲仙普賢岳の噴火活動ほぼ停止， No.494, pp. 2, 1995. 6 
111) 安中三角地帯嵩上事業スタート， No.494, pp. 4, 1995. 6 
112）中木場簡易水道施設が完成， No.494, pp. 4, 1995. 6 
113）普賢岳は動いている，噴火活動は停止状態，土石流に対しては十分注意を， No.494, 
pp. 8-10, 1995. 6 
114）進んでいます，防災・復興・まちづくり， No.495, pp. 2 3, 1995. 7 
115）島原災害派遣1500日を経過，市民に信頼される自衛隊， No.495, pp. 4, 1995. 7 
116）普賢岳は動いている，火山活動は落ち着いた状態，災害へ備えは忘れずに， No.495, 
pp. 5 7, 1995. 7 
117）防災・復興関連事業進捗レポート，眉山治山事業 2, No. 495, pp. 14, 1995. 7 
118）普賢岳は動いている，火山活動は落ち着いた状態，災害へ備えは十分に， No.496, 
pp. 8 10, 1995. 8 
119）防災・復興関連事業進捗レポート，西川・三会川・湯江川流域の治山事業 3, No. 496, 
p. 16, 1995. 8 
120）防災の重要性を再認識 避難訓練に1900人が参加， No.497, p. 5, 1995. 9 
121) 普賢岳は動いている，火砕流発生ゼロ連続200日を経過，台風に対する備えも忘れず
lこ， No.497, pp. 6 8, 1995. 9 
122）防災・復興関連事業進捗レポート，地域高規格道路， No.497, p. 14, 1995. 9 
123）天皇・皇后両陛下ご訪問， No.498, pp. 2-3, 1995. 10 
124）普賢岳は動いている，進む防災事業，水無Jil1号砂防ダム着工決定， No.498, pp. 6-7, 
1995. 10 
125）防災・復興関連事業進捗レポート，水無Jl1号砂防ダム着工決定， No.498, p. 14, 1995. 10 
126）温かいお気持再び， No.499, p. 2, 1995. 11 
127）地域高規格道路の早期完成に向け， 「島原道路j島原市工区建設促進期成会を設立，
No. 499, p. 3, 1995. 11 
128）水無Jil1号砂防ダムが着工， No.499, p. 4, 1995. 11 
130 
129）観光復興記念館の建設進む， No.499, p.4, 1995.11 
130）県道愛野島原線が全面通行を再開， No.499, p. 4, 1995. 11 
131）官民一体で復興を目指し，島原半島火山観光化推進協議会が発足， No.499, p. 4, 1995. 11 
132）普賢岳は動いている，噴火からまもなく 5年，復興への動き進む， No.499, pp. 10-11, 
1995. 11 
133）防災・復興関連事業進捗レポート，安中三角地帯嵩上事業， No.499, p. 18, 1995. 11 
134）自衛隊災害派遣隊が撤収，長期の派遣お疲れさまでした， No.500, pp.2-3, 1995.12 
135）復興・活性化に向けて，市長を囲む懇談会， No.500, pp. 4 5, 1995. 12 
136）目で見る平成 7年， No.500, pp. 8-9, 1995. 12 
137）普賢岳は動いている，噴火から丸 5年を経過，自衛隊災害派遣隊の撤収が決定， No.500, 
pp. 14-15, 1995. 12 
138）復興のシンボノレに， No.500, pp. 16, 1995. 12 
139）安心と勇気をありがとう，陸上自衛隊島原災害派遣部隊が撤収， No.501, pp. 10 11, 
1996. 1 
140）普賢岳は動いている，長期の派遣に感謝，自衛隊島原災害派遣隊が撤収， No.501, pp. 12-
13, 1996. 1 
141）国道57号水無川橋本格復旧へ， No.502, p. 4, 1996. 2 
142）災害派遣隊員の所感文が届くー感謝の気持を込めてー， No.502, p. 5, 1996. 2 
143）普賢岳は動いている， 1年ぶりに火砕流が発生，溶岩の局部崩壊に注意， No.502, 
pp.1011, 1996.2 
144）普賢岳は動いている，溶岩は数百度の高温，崩落による火砕流に注意， No.503, pp. 4 5, 
1996. 3 
145）防災・復興に向けて，国・県・市一体となって取り組んでいます， No.504, pp. 14-15, 
1996.4 
146）普賢岳は動いている，水無川災害復旧事業が完了，普賢岳の緑化事業も進む， No.504, 
pp. 16-17, 1996. 4 
147）災害の長期化及び警戒区域等の設定に伴う生活実態調査の結果がまとまる， No.505, 
pp, 2-4, 1996. 5 
148）普賢岳は動いている，生活実態調査の結果を発表，被害総額は約四百億円と推定，
No. 505, pp. 6-7, 1996. 5 
149）あれから 5年，鎮魂と復興の 6月 3日， No.506, pp. 2 3, 1996. 6 
150）官民一体で島原半島の復興を，がまだす計画の策定始まる， No.506, pp. 4-5, 1996. 6 
151）復興のっち音高らかに一防災・復興工事が着々と進んでいます一， No.506, pp. 6 7, 
1996. 6 
152）よみがえれ！ふるさと，噴火活動が終息，溶岩ドームを平成新山に， No.506, pp. 8-10, 
1996. 6 
153）溶岩ドームを「平成新山」と命名， No.506, p. 22, 1996. 6 
131 
154）よみがえれ！ふるさと，進む防災工事，土石流被害の拡大防ぐ， No.507,pp.6-7, 1996.7 
155）県道千本木島原港線の復旧工事，今年10月着工予定， No.507, p.8, 1996.7 
156）導流堤をまたぐ上部工架設始まる， No.507, p. 8, 1996. 7 
157）防災功績で国土庁長官賞 太田一也所長が栄えある受賞， No.509, p. 3, 1996. 9 
158）よみがえれ！ふるさと，平成新山の標高は1486mに， No.509, pp. 6-7, 1996. 9 
159）よみがえれ！ふるさと，市災害警戒本部が解散，仮設校舎の解体も進む， No.508, 
pp. 8-10, 1996. 8 
160）よみがえれ！ふるさと，噴火から間もなく六年，ふるさと再生の動きが活発に，
No. 510, pp. 4-5, 1996. 10 
161）島原鉄道自治体連絡協議会が設立， No.510, p. 11, 1996. 10 
162）市長を囲む懇談会， No.511, pp.2-4, 1996.11 
163）感謝と勇気を届けてきました，島原・深江被災農家初出荷セレモニー， No.511,p.6, 
1996.11 
164）災害を検証して未来を創造，復興シンポジウム， No.511, p. 7, 1996. 11 
165）寛政 4島原大変関連古絵図展， No.511, p. 7, 1996. 11 
166）よみがえれ！ふるさと，平成新山シンボルマークが決定，がまだす祭り月聞がスタ
ート， No.511, pp. 12-14, 1996. 11 
167）杉谷地区住民を対象に眉山崩壊に備えた避難訓練， No.511, p. 15, 1996. 11 
168）よみがえれ！ふるさと，噴火から丸六年を経過，皇太子ご夫妻がご訪問， No.512, pp. 6-7, 
1996. 12 
169）よみがえれ！ふるさと，本格復興にまい進する平成 9年がスタート， No.513,pp.6-7, 
1997. 1 
170）今年四月に着工，水無川 2号砂防ダム， No.514, p. 2, 1997. 2 
171）島原鉄道 4月 1日全線開通，導流堤をまたぐ「安新大橋」が完成， No.514, p. 3, 1997. 2 
172）よみがえれ！ふるさと，ガマダス計画策定間近，水無川 2号砂防ダム着工決定， No.514, 
pp. 4-5, 1997. 2 
173）よみがえれ！ふるさと，溶岩ドームに観測機器を設置，警戒区域は 1年間延長， No.515, 
pp. 4-5, 1997. 3 
174）中尾川六ツ木橋の架け替え工事が始まります， No.515, p. 14, 1997. 3 
175）水清く緑あふれ人つどいにぎわう島原半島，がまだす計画発進， No.516,p.6, 1997.4 
176）がまだす計画重点27大プロジェクト， No.516, p. 7, 1997. 4 
177）渡る，走る，希望を乗せて復興に向けて出発進行， No.516, p.10, 1997.4 
178）よみがえれ！ふるさと， No.516, p. 11, 1997. 4 
179）豊かな水資源を後世に，地下水利用実態調査の結果まとまる， No.517,pp.4-5, 1997.5 
180）観光客は165万人を突破，平成八年観光客動態調査， No.517, pp.6-7, 1997.5 
181)がまだす計画重点27大プロジェクト，雲仙平成大噴火復興記念島原火山科学博物館（仮
称）建設事業，多目的複合施設島原復興アリーナ（仮称）建設事業， No.517, p. 10, 1997. 5 
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182）よみがえれ！ふるさと， No.517, p.11, 1997.5 
183）誓いの火を後世に，平成新山から採火， No.518, pp. 2-3, 1997. 6 
184）土石流による被災農地復旧事業がスタート， No.518, p. 4, 1997. 6 
185）よみがえれ緑，航空緑化工を実施， No.518, p. 4, 1997. 6 
186）よみがえれ！ふるさと， No.518, p. 5, 1997. 6 
187）がまだす計画重点27大プロジェクト，砂防指定地利活用推進事業， No.518, p. 8, 1997. 6 
188）大火砕流惨事から丸 6年，追悼の六月三日， No.518, p. 18, 1997. 6 
189）よみがえれ！ふるさと， No.519, p. 5, 1997. 7 
190）がまだす計画重点27大プロジェクト，街なみ環境整備事業，復興記念病院（仮称）建設
事業， No.519, p. 6, 1997. 7 
191）宇土山団地の造成始まる， 11月完成， No.519, p. 14, 1997. 7 
192）島原ー大牟田定期航路が再開， No.520, p. 2, 1997. 8 
193）がまだすサンプラザ事業がスタート， No.520, p. 3, 1997. 8 
194）溶岩の崩落が続いています，危険ですので警戒区域には入らないで下さい， No.520, 
p. 3, 1997. 8 
195）復興のっち音高らかに，中尾川に治山ダム六基が完成， No.520, p. 4, 1997. 8 
196）島鉄中尾川本線が 1年 8ヵ月ぶりに開通， No.520, p. 4, 1997. 8 
197）がまだす計画重点27大プロジェクト，島原半島広域観光ルート形式事業，島原半島農
林業立国宣言事業， No.520, p. 6, 1997. 8 
198）よみがえれ！ふるさと， No.520, p.7, 1997.8 
199）復興への誓いのシンボル「平成新山の火Jモニュメントが完成， No.520, p. 16, 1997. 8 
200）島原の今後を考える，都市計画マスタープランを策定しています， No.521, p. 2, 1997. 8 
201）がまだす計画重点、27大プロジェクト，高等看護学校の設置事業，地域・情報通信基盤
の整備事業， No.521, p. 6, 1997. 9 
202）よみがえれ！ふるさと， No.521, p. 7, 1997. 9 
203）島原半島の魅力を PR，広島で「観光のゆうべ」を開催， No.521, p.8, 1997.9 
204）森岳地区住民を対象とした眉山崩壊に備えた避難訓練， No.522, p. 4, 1997. 10 
205）進む水無川 2号砂防ダムの建設， No.522, p. 5, 1997. 10 
206）がまだす計画重点27大プロジェクト，島原・深江地区農地区画整備事業，あすを築く
漁協合併総合対策事業，雲仙岳災害復興種苗放流事業，広域型増殖場造成事業，漁村
加工推進圏形成事業，島原半島商工業振興支援事業， No.522, p. 6, 1997. 10 





p. 8, 1997. 11 
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209）よみがえれ！ふるさと， No.523, p. 9, 1997. 11 
210）仁田団地パス路線が開通，市内初のフリーパスも運航， No.523, p. 10, 1997. 11 
211）よみがえれ緑，復興の森実行委員会設立総会を開催， No.523, p. 10, 1997. 11 
212）雲仙普賢岳砂防指定地利活用整備計画検討委員会，砂防事業地の有効利用を考える，
No.523, p.11, 1997.11 
213）展示計画二案を提示，火山観光化基本計画検討委員会， No.523, p. 12, 1997. 11 
214）千本木 1号砂防ダムが着工， No.523, p. 22, 1997. 11 
215）火山と共生・災害の教訓を生かそう，土石流対策シンポジウム， No.524, p. 7, 1997. 12 
216）がまだす計画重点27大プロジェクト，小浜温泉リフレッシュセンター建設事業，がま
だす計画推進のための基金設置事業，原城史料館整備事業，観光系学科（高等学校）
設置調査事業， No.524, p. 10, 1997. 12 
217）よみがえれ！ふるさと， No.524, p.11, 1997.12 
218）導流堤内でスポーツフェスティパルを開催， No.524, p. 18, 1997. 12 
219）雲仙復興ウォッチング， No.524, p. 18, 1997. 12 
220）間もなく完成，水無川一号砂防ダム，島原深江道路の一部区間， No.525, p. 3, 1998. 1 
221）よみがえれ 1ふるさと， No.525, p. 8, 1998. 1 
222）広域農道島原北部地区が全線開通， No.526, p. 16, 1998. 1 
223）島原半島農林業立国宣言推進大会 アグリ王国が誕生， No.526, p. 2, 1998. 2 
224) 4月 1日から島原市地下水保全要項がスタートします， No.526, p. 8, 1998. 2 
225）よみがえれ！ふるさと， No.526, p. 9, 1998. 2 
226）安心して暮せるまちへ，大手川改修工事が完成， No.527, p. 18, 1998. 2 
227）がまだす芸能唄まつり，島原ガマダス音頭発表会， No.527, p. 7, 1998. 3 
228）水無JI[1号砂防ダム竣工！島原深江道路の一部開通， No.528, p. 7, 1998. 3 
229) 復興再生へ向けて，市内で 3番目の被災者用住宅団地宇土山団地が完成， No.527, 
p. 8, 1998. 3 
230）自衛隊顕彰碑が建立，， No.527, p. 8, 1998. 3 
231) 1本 1本に願いを込めて，「復興の森」植樹祭， No.527, p. 9, 1998. 3 
232）雲仙百年の森づくりの会が種まき， No.527, p. 9, 1998. 3 
233）新しい観光拠点、に，島原火山科学博物館の基本計画決まる， No.527, p. 10, 1998. 3 
234）よみがえれ！ふるさと， No.527, p. 11, 1998. 3 
235）がまだす計画重点27大プロジェクト，平成13年度完成を目指して，島原温泉病院が建
て替えられます， No.527, p. 20, 1998. 3 
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435）雲仙岳災害記念館がオープン， No.579, p.6, 2002.8 
436）協同部門で全建賞を受賞， No.579, p. 11, 2002. 8 
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437）豊かな漁場回復を目指し， No.579, p. 12, 2002.8 
438）平成14年12月完成予定 平成新山自然観察センター（仮称） , No. 579, p. 18, 2002. 8 
439）ょうこそ島原へ 豊後高岡市の児童会が来島， No.580, p.4, 2002.9 
440）高潮に備えた防災避難訓練， No.580, p. 7, 2002.9 
441) 中尾川流域の砂防指定地利活用整備計画が決定， No.580, p.8, 2002.9 
442）道路ふれあい月間「道の日イベント」， No.580, p.9, 2002.9 
443）水の恵みに感謝 島原水まつり， No.580, p. 18, 2002.9 
444）夜空に浮かぶ大輪の花， No.581, p. 9, 2002. 10 
445）入場者10万人を達成， No.581, p. 10, 2002. 10 
446）海底を耕す アサリ放流前耕運作業， No.582, p. 8, 2002. 11 
447）島原の元気を全国へ がまだせ！コンサート 2002, No.582, p.9, 2002. 11 
448）豊かな山と海の再生を願って， No.583, p. 12, 2002. 12 
449）雲仙普賢岳フェスティパル2002, No.584, p.3, 2003. 1 
450）初冬の島原路を駆け抜ける 島原・雲仙学生駅伝， No.584, pp. 4-5, 2003. 1 
451）フレッシュノ〈ック 2002, No. 584, pp. 6-7, 2003. 1 
452）開所10周年を祝う， No.584, p. 14, 2003. 1 
453）災害遺構を後世に，地元産に舌鼓，幻想の世界島原ファンタジア， No.584, p. 15, 2003. 1 
454) 2002島原ファンタジア Count Down in島原城， No.585, p. 18, 2003.2 
455）噴火のメカニズムを解明 平成新山の火道を掘削，山の資源で海を生かす 間伐材
を利用した漁礁を設置， No.586, p.4, 2003.3 
456）旅立ちを前に 島原半島の高校生植樹n, No. 586, p. 5, 2003. 3 
457）有事に備える 三県合同災害訓練，豊作を願って 葉たばこの種まき， No.586, p. 7, 
2003. 3 
458）平成新山ネイチャーセンターがオープン， No.586, p. 14, 2003.3 
459）梅林を復元させよう 第五小学校 6年生と在京しまばら会が植樹， No.587, p. 8, 2003. 4 
460）北上木場農業研修所跡地 被災した消防車を保存， No.587, p. 18, 2003.4 
461）ハッピートレイン出発進行， No.588, p. 9, 2003. 5 
462）まゆやまロードを結ぶ「さくら街道（仮称）」事業スタート， No.589, p. 18, 2003.6 
463）被災したパトカーを搬入 北上木場農業研修所跡地， No.590, p. 10, 2003. 7 
464）備えあれば憂いなし 土砂災害街頭キャンベーン， No.590, p. 11, 2003. 7 
465) 6月 3日いのりの日， No.590, p. 18, 2003.7 
466）高度情報化を目指して 防災・行政同報告知システム試験運用開始，さらなる飛躍
を目指して 雲仙岳災害記念館 1周年， No.591, p. 11, 2003. 8 
467）水の恵みに感謝を込めて 島原水まつり， No.592, p.20, 2003.9 
468）夜空に輝く大輪の花に歓声 島原温泉ガマダス花火大会， DAPANP（ダバンプ）が熱唱
普賢岳復興コンサート， No.593, p.9, 2003. 10 
469) 11月17日は「島原防災の日 J, No. 594, p. 11, 2003. 11 
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470）土石流に備えた避難訓練， No.595, p. 2, 2003. 12 
471）秋の島原路を満喫 島原半島ツーデーマーチ， No.595, p.9, 2003. 12 
472）母校の名誉とランナーの誇りをかけた島原・雲仙駅伝， No.596, p. 4 5, 2004. 1 
473）島原の 1年を振り返るフラッシュパック 2003, No. 596, p. 6-7, 2004. 1 
474）貴重な島原大変絵図など展示， No.596, p. 11, 2004. 1 
475）「観光島原Jを光のファンタジーで PR，「平成新山」を国天然記念物へ答申， No.596, 
p. 18, 2004. 1 
476) 2003島原ファンタジアCountDown in島原城， No.597, p.20, 2004.2 
477）おめでとう最優秀賞 平成15年度全国消防団員意見発表会， No.598, p. 5, 2004.3 
478）豊かな海は森づくりから 漁民の森づくり記念植樹， No.599, p. 15, 2004.4 
479）桜並木でまちづくり 第四小学校 6年生と在京しまばら会が記念植樹， No.599,p.17,
2004.4 
480）災害に強いまちづくり「がまだすロード」開通， No.599, p.24, 2004.4 
481）ハッピートレイン出発 観光トロッコ列車， No.600, p.6, 2004.5 
482）宿泊客が 2年ぶりに増加 平成 1年観光動態調査， No.601, p.2, 2004.6 
483）散策コースに最適 垂木台地森林公園が完成， No.601, p. 7, 2004. 6 
484) 6月 3日いのりの日， No.602, p. 2 3, 2004. 7 
485）火山と人とのかかわりあい 平成新山フィールドミュージアム公開セミナー，万一
に備えて市防災会議， No.602, p.8, 2004. 7 
486）緑豊かな台地へ 垂木台地森林公園， No.602, p. 18, 2004. 7 
487）平成噴火のマグマ採取 雲仙科学掘削プロジェクト， No.603, p. 6, 2004. 8 
488）水の恵みに感謝 島原水まつり， No.604, p. 16, 2004.9 
489）立派な橋が完成 われん川大橋，華やかに夜空に輝く大輪の花 島原温泉ガマダス
花火大会， No.605, p. 6, 2004. 10 
490）大雨と土砂災害に備えた避難訓練， No.607, p.3, 2004. 12 
491) 新たな泉源を求めて，秋の島原路を満喫 島原半島ツーデーマーチ， No.607, p. 9, 
2004. 12 
492）「観光都市・島原Jを年賀はがきで PRー絵柄は一小 4年・渡遺 子さんの「島原城
と平成新山」， No.607, p. 17, 2004. 12 
493）幻想の世界 島原ファンタジア，災害復興の記念碑が完成 島原生き残りと復興対
策協議会， No.608, p. 11, 2005. 1 
494) 2004島原ファンタジア C ount Down in島原城， No.609, p. 22, 2005. 2 
495）緑の再生に願い込め 第 7回高校生卒業記念植樹， No.611, p.12, 2005.4 
496）豊かな海づくりは森づくりから 漁民の森づくり記念植樹， No.612, p. 6, 2005. 5 
497）さあ 1みんなで出発進行 観光トロッコ列車， No.612, p. 7, 2005.5 
498）平成16年観光動態調査， No.613, p. 2 3, 2005. 6 
499）梅雨期に備えて 防災対策現地視察， No.613, p.6, 2005. 6 
142 
500）森林浴が楽しめる眉山の森遊歩道が完成， No.613, p. 14, 2005. 6 
501) 6月 3日「し、のりの日」あの日を忘れない， No.614, p. 2 3, 2005. 7 
502）防災意識の高揚を目指し 県総合防災訓練にl, 200人が参加， No.614, p. 4-5, 2005. 7 
503）いざというときに備えて 市防災会議， No.614, p. 9, 2005. 7 
504）早期完成を目指し 地域高規格道路「島原道路」島原市工区建設推進大会， No.614, 
p. 18, 2005. 7 
505）大雨と土砂災害と地震災害に備え島原市防災避難訓練， No.619, p. 5, 2005. 12 
506）雲仙・普賢岳噴火災害の教訓を世界へ発信 火山災害都市国際会議誘致に向け実行委員会が
発足 , No.620, p. 3, 2006. 1 
507）噴火災害の教訓を構成に伝えるために 地震・火山セミナーわれん川再生工事， No.620,p.18, 
2006. 1 
508) 2005島原ウインターナイトファンタジアカウントダウン in島原城， No.621, p.3, 2006. 2 
509）卒業の思い出に 第 8回高校生卒業記念植樹， No.622, p.6, 2006. 3 
510）島原から世界へ発信火山都市国際会議開催決定， No.622, p.6, 2006. 3 
511）島原半島の発展と活性化を目指し 地域企画道路「島原道路J,No.623, p. 8, 2006.4 
512）島原中央道路と地下水， No.623, pp.9-13, 2006.4 
513）めい福を祈る 島原大変遭難者慰霊祭， No.624, p.8, 2006. 5 
514）火山都市国際会議島原大会開催に向け本格始動， No.624, p. 18, 2006. 5 
515) 地域防災の拠点、として 島原地域広域市町村圏組合消防本部・島原消防署庁舎が新築移し
業務開始， No.625, pp.2 3, 2006.6 
516）いざという時に備えて 防災対策現地視察， No.625, p.4, 2006.6 
517）大惨事から 15年 6月 3日いのりの日，後世に語り継ぐ， No.626, pp.2-3, 2006. 7 
518）平成 17年観光動態調査， No.626, pp.6 7, 2006. 7 
519）水の恵みに感謝島原水まつり， No.628, p. 16, 2006.9 
520）夜空を覆う大輪の花に大歓声 第 14回島原温泉ガマダス花火大会， No.629, p.6, 
2006. 10 
521）火山都市国際会議島原大会を成功させよう， No.629, p. 7, 2006. 10 
522）熱気に包まれた 3日間 しまばら温泉不知火まつり， No.630, p.4, 2006. 11 
523）火山都市国際会議の豆知識その壱，松島健博士と行く世界の火山めぐり 西日本の活火
山， No.630, p. 6, 2006. 11 
524）島原・雲仙学生駅伝 12月 2日（土）号砲， No.630, p.4, 2006. 11 
525）島原市防災避難訓練， No.631, p. 6, 2006. 12 
526）火山都市国際会議の豆知識その弐，松島健博士と行く世界の火山めぐり 東日本の活火
山， No.631, p.6, 2006. 12 
527）平成新山南東側斜面の山火事， No.631, p.6, 2006. 12 
528）美しい森を再生しよう，秋の島原路を満喫 島原半島ツーデーマーチ， No.631,p.8,2006.12 
529）「観光都市・島原」を年賀絵はがきで PR 絵柄は一小 4年・渡遁里佳さんの「ゆかい
な島原市J, No.631, p.8, 2006. 12 
530）母校の名誉をたすきに込めて 島原・雲仙学生駅伝， No.632, pp. 8 10, 2007. 1 
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531)火山都市国際会議の豆知識その参，松島健博士と行く世界の火山めぐり（3）イタリアの
活火山， No.632, p. 14, 2007. 1 
532）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第 1回
Greeting （あいさつ）， No.632, p. 15, 2007. 1 
533）地場産品が大盛況 がまだす島原の産業まつり農林水産祭， No.632, p. 16, 2007. 1 
534）彩り豊かに飾りつけ 2006島原ウインターナイト・ファンタジア， No.632,p. 17, 2007. 1 
535）大会の成功に向け火山都市国際会議プレイベント開催， No.632, p. 24, 2007. 1 
536）当時の思いと災害の継承を タイムカプセル開封・われん川清掃活動， No.632, p. 24, 
2007. 1 
537) 2006島原ウインターナイトファンタジア カウントダウンin島原城， No.633, p.11, 
2007. 2 
538）火山都市国際会議の豆知識その四，松島健博士と行く世界の火山めぐり（4）ニュージー
ランドの活火山， No.633, p. 12, 2007. 2 
539）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第2回
Direction （道案内）， No.633, p. 13, 2007. 2 
540）高校生活思い出の 1ページに， No.634, p.4, 2007. 3 
541）火山都市国際会議の豆知識その五，松島健博士と行く世界の火山めぐり（5）ハワイの活
火山， No.634, p. 8, 2007.3 
542）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第3回
Hotel （ホテル）， No.633, p.9, 2007. 3 
543）火山都市国際会議の豆知識その六，松島健博士と行く世界の火山めぐり（6）エクアドル
の活火山， No.635, p. 14, 2007.4 
544）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第4回
Restaurant （レストラン） , No. 635, p. 15, 2007. 4 
545）火山都市国際会議の豆知識その七，松島健博士と行く世界の火山めぐり（7）インドネシ
アの活火山， No.636, p.6, 2007. 5 
546）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第5回
Taxi （タクシー）， No.636, p. 7, 2007. 5 
547）平成新山や被災地を一望 観光トロッコ列車が運行， No.636,p.8, 2007.5 
548）豊かな自然に恵まれた「島原j 仁田住宅団地・安中土地区画整理事業区域内宅地の
一般分譲， No.636, p. 18, 2007. 5 
549）本番に向けて 火山都市国際会議実行委員会， No.637, p. 7, 2007.6 
550）火山都市国際会議の豆知識その八，松島健博士と行く世界の火山めぐり（8）ロシアの汚
火山， No.637, p.8, 2007.6 
551）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第6回
Photo （写真）， No.637, p.9, 2007.6 
552）平成18年度観光動態調査， No.638, p. 2-3, 2007. 7 
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553）自衛隊の活躍を末永く後世に， No.638, p. 10, 2007. 7 
554）江川詔子さん講演会， No.638, p. 11, 2007. 7 
555）普賢岳は今 溶岩ドームを観測する登山，災害対策業務を再確認市防災会議， No.638, 
p. 12, 2007. 7 
556）火山都市国際会議の豆知識その九，松島健博士と行く世界の火山めぐり（9）フィリピン
の活火山， No.638, p. 8, 2007. 7 
557）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第7回
Shopping（買い物）， No.638, p.9, 2007. 7 
558) 6月 3日「いのりの日 J, No.638, p.22, 2007. 7 
559）火山都市国際会議の豆知識その10，松島健博士と行く世界の火山めぐり（10）カメルー
ンの活火山， No.639, p.6, 2007. 8 
560）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第8回 Home
Visit （家を訪ねる）， No.639, p. 7, 2007. 8 
561）平成20年春のオープンを目指して 島原市温泉施設を建設中， No.639, p.6, 2007.8 
562）火山都市国際会議の豆知識その11，松島健博士と行く世界の火山めぐり（11）アイスラ
ンドの活火山， No.640, p.8, 2007.9 
563）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第9回
Illness （病気）， No.640, p. 9, 2007.9 
564）水の恵みに感謝島原水まつり， No.640, p. 22, 2007.9 
565）火山都市国際会議の豆知識その12，松島健博士と行く世界の火山めぐり（12）パプアニ
ューギニアの活火山， No.641, p. 12, 2007. 10 
566）火山都市国際会議島原大会に向けたワンポイント英会話「ょうこそ島原へ」第10回
Trouble （トラブル）， No. 641, p. 13, 2007. 10 
567）夏の夜空に大輪の花開く 島原温泉ガマダス花火大会， No.641, p. 14, 2007. 10 
568）開催まであと50日 第5回火山都市国際会議島原大会， No.641, p. 24, 2007. 10 
569）火山都市国際会議の事前情報， No.642, p.2, 2007. 11 
570) Welcome to Shimabaraょうこそ島原へ 「もてなし協力店」で市内のお店の協力も， No.642, 
p. 3, 2007. 11 
571）熱気に包まれた 3日間しまばら温泉不知火まつり， No.642, p. 4-5, 2007.11 
572）第5回火山都市国際会議島原大会， No.642, p. 18, 2007. 11 
573）「観光都市・島原Jを年賀絵はがきでPR 絵柄は三小5年田中彰馬君の「私たちの島原市J,
No.643, p. 5, 2007. 12 
574）平成新山を望みつつ 雲仙岳災害記念碑除幕式，いざという時に備えて 島原市防災避難訓
練， No.643, p.6, 2007. 12 
575）島原の新たな情報発信の拠点「FMしまばらJが開局， No.643, p. 16, 2007. 12 
576）第5回火山都市国際会議島原大会 フィナーレを飾る研究者の登頂， No.644, pp. 6-9, 2008. 1 
577）母校の名誉をたすきに込めて 島原・雲仙学生駅伝， No.644, pp. 10-12, 2008. 1 
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578）早期完成を目指して， No.644, p. 16, 2008. 1 
579）買い物客で大賑わい，さようならハッピートレイン観光トロッコ列車， No.644, p. 17, 
2008. 1 
580）大きな反響「市民によるおもてなしの心」 第5回火山都市国際会議島原大会参加者大感激，
No.644, p. 24, 2008. 1 
581）いよいよ 4月 1日オープン 島原温泉ゆとろぎの湯， No.646, p. 16, 2008. 3 
582) 4月 1日から島原鉄道南線廃止に伴う代替ノtスの運行が開始されます， No.647, p. 10, 
2008.4 
583）圏内初認定を目指して 島原半島ジオパーク推進連絡協議会設立総会，島原の風景を銀幕で
映画「まぼろしの邪馬台国」島原ロケ， No.647, p. 13, 2008.4 
584）島原半島をジオパークに！その壱， No.648, p. 5, 2008. 5 
585）がまだすドームボランティア語り部ボランティア， No.648, p. 7, 2008. 5 
586）冥福を祈る 島原大変遭難者慰霊祭，日ごろの疲れを癒しましょう ゆとろぎの湯オープ
ン， No.648, p.9, 2008. 5 
587）ジオパーク認定日本第 1号を目指して本格始動 過去から未来へ島原で自然と人間の営みを
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52）災害復興・再建ニュース：防災集団移転事業について紹介， No.162, p. 10, 1993. 5 
53）雲仙岳災害・復興提言募集， No.162, p. 16, 1993. 5 
54）深江町復興基本計画，事業実施に向け前進， No.163, pp. 2 6, 1993. 6 
55）雲仙・普賢岳は動いている，火砕流・崩落が頻発，第11溶岩ドーム成長， No.163,pp. 7-11, 
1993.6 
56）災害復興・再建ニュース：平成 5年度予算， No.163, p. 12, 1993. 6 
57）雲仙・普賢岳は動いている，火砕流や土石流が頻発，第11溶岩ドーム大きく成長， No.164, 
pp. 4 11, 1993. 7 




補強工事を実施中， No.165, p.11, 1993.8 
61）上屋付プールが完成，火山灰シャットアウト小林小学校， No.166, p. 3, 1993. 9 
62）山ノ寺地区に簡易水道，地域住民の不安を解消，平成 6年度に完成， No.166, p. 3, 
1993. 9 
63）雲仙・普賢岳は動いている，第11溶岩ドームが不安定，赤松川方向に崩溶， No.166, 
pp. 4-9, 1993. 9 
64）災害復興・再建ニュース：緊急避難用デイバッグ（リュックサック）を全世帯に配布，
深江町温泉保養所の閉所時間の延長， No.166, p. 10, 1993. 9 
65）大火砕流発生！町内全域に避難勧告を発令，防災訓練658人が参加， No.167, p. 2-3, 
1993. 10 
66）雲仙・普賢岳は動いている，第11溶岩ドーム不安定， No.167, pp. 4-6, 1993. 10 
67）ストレスと健康，普賢岳災害は大きなストレス源， No.167, pp. 7, 1993. 10 
68）災害復興・再建ニュース：水道料一時金支給申請について，水道料一時金支給の不
適用について， No.167, p. 9, 1993. 10 




pp. 5 8, 1994. 1 
72) 「災害に強い農業」目指して， No.171, pp. 2-3, 1994. 2 
73）雲仙・普賢岳は動いている，第12溶岩ドームを確認，赤松谷方向へ火砕流頻発， No.171, 
pp. 4-8' 1994. 2 
74）災害復興・再建ニュース：住宅家賃補助・倉庫補助事業の延長， No.171, p.9, 1994.2 
75）雲仙・普賢岳は動いている，北西方向へ火砕流発生北側斜面は亀裂や断層で不安定，
No. 172, pp. 4-8, 1994. 3 
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76）雲仙・普賢岳は動いている，北側方面へ火砕流や崩落が頻発北側斜面は不安定， No.173,
pp. 7 10, 1994. 4 
77）風水害に備える わが家の防災， No.174, pp.25, 1994.5 
78）雲仙・普賢岳は動いている，北西方向へ崩落頻発， No.174, pp. 6-8, 1994. 5 
79）雲仙・普賢岳は動いている，西方向へ崩落頻発， No.175, pp. 4 8, 1994. 6 
80）雲仙・普賢岳は動いている，南東側に第13溶岩ドームが出現， No.176, pp. 4 6, 1994. 7 
81)雲仙・普賢岳は動いている，南東から南西側に小規模火砕流が頻発， No.177, pp. 4-7, 
1994.8 
82）雲仙・普賢岳は動いている，南東・南西側に火砕流頻発， No.178, pp. 4-6, 1994. 9 
83）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩供給量は現象傾向， No.179, pp.5-7, 1994.10 
84）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩供給は依然続く， No.180, pp. 4-6, 1994. 11 
85）雲仙・普賢岳は動いている，噴火から丸 4年， No.181, pp. 4-6, 1994. 12 
86）雲仙・普賢岳は動いている，普賢岳の標高は1500メートル， No.182, pp. 5-7, 1995. 1 
87）雲仙・普賢岳は動いている，火山活動は比較的落ち着いた状態， No.183, pp. 4 6, 1995. 2 
88）砂防施設を活用した復興振興方策に関する提案を募集します， No.183, pp. 7, 1995.2 
89）雲仙・普賢岳は動いている，火山性地震は噴火以来最低回数を記録， No.184, pp. 4-6, 
1995. 3 
90）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩崩落は安定， No.185, pp. 7 8, 1995. 4 
91）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩の供給は停止，梅雨期の土石流には十分注意を，
No. 186, pp. 4 6, 1995. 5 
92）雲仙・普賢岳は動いている，あの大火砕流被害から丸 4年，山は落ち着いた状態，
No.187, pp.4-7, 1995.6 
93）雲仙・普賢岳は動いている，雨期の土石流発生も少なく，ドームは安定保つ， No.188, 
pp. 4 6, 1995. 7 
94）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩ドーム安定保つ， No.189, pp. 4-7, 1995. 8 
95）雲仙・普賢岳は動いている，溶岩ドーム安定保つ， No.190, pp. 4-7, 1995. 9 
96）雲仙・普賢岳は動いている，小さな崩落が発生， No.191, pp. 4 6, 1995. 10 
97）復興ムードに沸く，天皇・皇后両陛下深江町ご訪問， No.192, pp. 2-3, 1995. 11 
98）雲仙・普賢岳は動いている，山は安定続く， No.192, pp. 4-7, 1995. 11 
99）雲仙・普賢岳は動いている，雪化粧した普賢岳， No.193, pp. 4 6, 1995. 12 
100）雲仙・普賢岳は動いている，自衛隊災害派遣隊が撤収， No.194, pp. 5 6, 1996. 1 
101）安心と勇気をありがとう，自衛隊災害派遣隊が撤収， No.194, pp. 14-15, 1996. 1 
102）雲仙・普賢岳は動いている，火砕流 1年半ぶりに発生 1.5キロメートル下る， No.195, 
pp. 4-5, 1996. 2 
103）雲仙・普賢岳は動いている，噴火活動は停止状態， No.196, pp. 4 6, 1996. 3 
104）雲仙・普賢岳は動いている，普賢岳斜面に種子を搭く， No.197, pp. 7-9, 1996. 4 
105）普賢岳が青色になっているのをご存じですか，国（林野庁）空から種子を播く， No.197, 
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p. 16, 1996. 4 
106）雲仙・普賢岳は動いている，普賢岳溶岩ドームを「平成新山」と命名， No.198, pp. 4-5, 
1996.5 
107）よみがえる深江，噴火活動が終息山肌が緑色に変わる， No.199, pp. 4-7, 1996. 6 
108）よみがえる深江，土石流が発生土砂で遊砂地埋まる， No.200, pp. 4-7, 1996. 7 








雲仙・普賢岳噴火から四年， No.171, p. 10, 1994. 2 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.172, p. 9, 1994. 3 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.173, p.11, 1994.4 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.174, p.9, 1994.5 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.175, p. 8, 1994. 6 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.176, p. 7, 1994. 7 
雲仙・普賢岳噴火から四年， No.178, p. 7, 1994. 8 
117）雲仙・普賢岳噴火から四年， No.178, p. 7, 1994. 9 
118）自治大臣賞に輝く，広報ビデオ「深江町に生きるJー I全国広報コンクール， No.178, 
p. 9, 1994. 9 
119）降灰回避型稲作，早期水稲栽培の結果出る，雲仙普賢岳降灰対策現地実証試験， No.179, 
pp. 2-4, 1994. 10 
120）雲仙・普賢岳噴火から四年， No.179, p.7, 1994.10 
121）雲仙・普賢岳噴火から四年， No.180, p. 7, 1994. 11 
122）雲仙・普賢岳噴火から五年， No.181, p, 6, 1994. 12 
123）第13回産業文化祭，天候に恵まれ盛大に盛り上がる， No.205, pp. 2-3, 1996. 12 
124）よみがえる深江，噴火から七年火山活動は落ち着いた状態が続く， No.205, pp.47, 
1996. 12 
125）雲仙・普賢岳噴火から七年， No.205, p. 7, 1996. 12 
126）皇太子ご夫妻ご訪問，復興に頑張って下さい，「深江しいたけ生産組合と水無川堤防
流域をご視察」， No.205, p. 11, 1996. 12 
127）あなたも走ってみませんか，平成新山ドームマラソン大会， No.205, p.17, 1996.12 
128）皇太子ご夫妻深江町をご訪問， No.205, p. 20, 1996. 12 
129）新年を迎えて「復興・振興を町民一丸となって」， No.206, p. 2, 1997. 1 
130）よみがえる深江，平成新山の標高は1484メートル， No.206, pp. 5-6, 1997. 1 
131) 雲仙・普賢岳噴火から七年， No.206, p. 7, 1997. 1 
132）よみがえる深江，普賢岳は安定した状態続く， No.207, pp.46, 1997.2 
133）雲仙・普賢岳噴火から七年， No.207, p. 7, 1997. 2 
134）よみがえる深江，警戒区域の「ボタン山山頂より半径250メートルの4部を解除J' 
No. 208 , pp. 4 6, 1997. 3 
135）雲仙・普賢岳噴火から七年， No.208, p. 7, 1997. 3 
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136）まちの動き， No.209, p. 5, 1997. 4 
137) トロッコ列車発進，島鉄 4年ぶり全線開通， No.209, p. 7, 1997. 4 
138）平成新山ドームマラソン，全国から 1, 500人力走， No.209, p. 7, 1997. 4 
139）まちの動き， No.210, p. 4, 1997. 5 
140）復興フェスタ元気だ！しまばら，貴乃花・曙土俵入りで激励， No.210, p. 6, 1997. 5 
141) 桜ノfークに“山桜”の植樹， No.210, p. 7, 1997. 5 
142）平成新山採火，現在も300度以上の噴気， No.211, p. 2-3, 1997. 6 
143）まちの動き， No.211, pp. 4-5, 1997. 6 
144）復興の具体化へ第 1歩（がまだす発進），がまだす計画推進委員会発足， No.211,p.7, 
1997.6 
145）まちの動き， No.212, p. 4, 1997. 7 
146）がまだす火山観光化基本計画，具体化をめざし検討， No.213, p. 2, 1997. 8 
147）水無川流域一帯の火山観光フィールドミュージアム構想とは， No.213, p. 3, 1997. 8 
148）まちの動き， No.213, p. 4, 1997. 8 
149) 第 1回ろくべえどんまつり， H 3. 9. 15から 6年復興をアピール， No.214, pp. 2 3, 
1997. 9 
150）まちの動き， No.214, p. 4, 1997. 9 
151）第 3セクター「みずなし本陣」を設立， No.215, p. 2-3, 1997. 10 
152）まちの動き， No.215, p. 4, 1997. 10 
153）まちの動き， No.216, p. 4, 1997. 11 
154）被災校舎を保存， No.216, p. 7, 1997. 11 
155）まちの動き， No.217, p. 4, 1997. 12 
156）第ll溶岩ドーム最大約10センチ動く！ , No. 217, p. 7, 1997. 12 
157）復旧から復興・振興 行政と町民一丸となった輝く町づくり， No.218, p. 2, 1998. 1 
158）より豊かな住みよい町づくりを目指して， No.218, p. 3, 1998. 1 
159）まちの動き， No.218, p. 6, 1998. 1 
160) “ふかえ桜パーク”着工，水無川右岸に憩いの場を整備， 12年度の完成を目指す，
No.218, p.11, 1998.1 
161）長い間ありがとう，大野木場小スクーノレパス廃止， No.218, p. 11, 1998. 1 
162）まちの動き， No.219, p. 4, 1998. 2 
163）「ボタン山治山工事Jが着工，長さ lOOm・高さ 13mの導流堤，安全祈願と起工式， No.219, 
p. 5, 1998. 2 
164）まちの動き， No.220, p. 4, 1998. 3 
165）土石流災害遺構保存公園が着工，災害の「猛威」と「教訓」を後世に，被災家屋11
棟・うち 3棟永久保存， No.220, p. 6, 1998. 3 
166）自衛隊の功績を後世に！，桜パークに「博愛の塔」を建立， No.220, p. 7, 1998. 3 
167）美しい森蘇れ，「どんぐり」 3万粒の種まき，高聞知事も参加， No.220, p.7, 1998.3 
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168）第52次「警戒区域」 11年 3月31日まで延長， No.220, p. 9, 1998. 3 
169）火山活動は落ちついた状態，定期火山情報「第 3号」気象庁雲仙岳測候所発表， No.220, 
p. 9, 1998. 3 
170）島原・深江道路は「自動車専用」道路です， No.220, p. 10, 1998. 3 
171) 金子知事「建るふかえ」を行政視察， No.221, p. 1, 1998. 4 
172）まちの動き， No.221, p. 4, 1998. 4 
173）旧大野木場小保存最終案がまとまりました， No.221, p. 6, 1998. 4 
174）梅雨シーズン到来，知ってますか？「危険箇所」，「 6月 1日－ 6月30日」土砂災害防止
月間， No.222, p. 2, 1998. 5 
175）まちの動き， No.222, p. 4, 1998. 5 
176）道の駅「みずなし本陣ふかえ」に登録証（県内で 2カ所目） , No. 222, p. 6, 1998. 5 
177）「雲仙普賢岳J7年半登山解禁， No.222, p.7, 1998.5 
178）まちの動き， No.223, p. 5, 1998. 6 
179）陸・海・空から防災大作戦， No.223, p. 6, 1998. 6 
180）水無川グリーンライン30本の桜を植樹， No.223, p. 7, 1998. 6 
181）まちの動き， No.224, p. 4, 1998. 7 
182）赤松谷の“し、ま”，火山れきがたい積！ , No. 224, pp. 14-15, 1998. 7 
183）第 2回ろくべえどん祭， 8月23日「ふかえ」が楽しい！ , No. 224, p. 16, 1998. 7 
184）まちの動き， No.225, p. 4, 1998. 8 
185）農業クラブ意見発表「最優秀賞」九州代表で全国大会に出場， “島原復興への 1歩
緑よ更生れ！”， No.225, p. 5, 1998. 8 
186）災害が育んだ友情の輪「 7年」，三橋・深江子ども交流会， No.225, pp.6一7, 1998.8 
187）九州最大規模の「道の駅jみずなし本陣が着工，「城下町風 7棟を建設j, No. 226, p. 2, 
1998.9 
188）ろくべえどんも大喜び！笑い・歓声 8000人の知恵者で大賑い！ , No. 226, p. 3, 1998. 9 
189）まちの動き， No.226, p. 4, 1998. 9 
190）葉タバコの買い取り開始， No.226, p. 7, 1998. 9 
191）復興の決意を新たに 大野木場メモリアルデー’ 98, No. 226, p. 8, 1998. 9 
192）ろくべえどんまつり 楽しかったない！ , No. 226, pp. 16, 1998. 9 
193）まちの動き， No.227, p. 4, 1998. 10 
194）第 2次新水産業育成事業 豊かな漁場“廷れ”， No.227, p. 6, 1998. 10 
195）雲仙普賢岳フェスティパノレ98! , No. 227, p. 11, 1998. 10 
196）深江町産業まつり， No.227, p. 6, 1998. 10 
197）まちの動き， No.228, p. 4, 1998. 11 
198）ーモデル公民館事業一「普賢岳」へ登山， No.228, p. 6, 1998. 11 
199）保存記念碑を建立， No.228, p. 6, 1998. 11 
200）国へ要望， No.228, p. 16, 1998. 11 
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201) 1998ふかえちょう，あの話題・この話題， No.229, pp. 2 3, 1998. 12 
202）まちの動き， No.229, p. 4, 1998. 12 
203）ふれあい公毘着工，一道の駅の一角一， No.229, p. 6, 1998. 12 
204）復興から振興一飛躍する深江町 , No. 229, p. 16, 1998. 12 
205）皆さんと共にもっとすてきな町豊かな町をつくりましょう， No.230, p.2, 1999. 1 
206）まちの動き， No.230, p. 6, 1999. 1 
207）島原深江町道路開通記念がまだすマラソン大会，全国へ復興をアピール， No.231,
pp. 2-3 ' 1999. 2 
208）まちの動き， No.231, p. 4, 1999. 2 
209）災害農地復旧・復興事業竣工， 340haよみがえった“被災農地”一記念碑も建立ー，
No. 231, p. 5, 1999. 2 
210）春はもうすぐ「葉たばこ」の種まき， No.231, p. 7, 1999. 2 
211) （道の駅）みずなし本陣ふかえ 4月 1日オープン， No.231, p.11, 1999.2 
212）防災と活性化の“みち”， No.232, p. 1, 1999. 3 
213）まちの動き， No.232, p. 4, 1999. 3 
214）島原深江道路 水無大橋開通， No.232, p. 5, 1999. 3 
215）第 8分団消防詰所完成ー災害からまた 1つ復興一， No.232, p. 6, 1999. 3 
216）道の駅「みずなし本陣ふかえ」オープン，島原半島の活力一道の駅からスタート ， 
No. 233, pp. 2 3, 1999. 4 
217）まちの動き， No.233, p. 4, 1999. 4 
218）大野木場小新校舎建設に着工， No.233, p. 6, 1999. 4 
219）まちの動き， No.234, p. 4, 1999. 5 
220）自然ウォッチング普賢岳登山に挑戦， No.234, p. 4, 1999. 5 
221) 火山・砂防学習の拠点一被災校舎を一般公開，永遠の旧校舎，パネルディスカッ
ションー21世紀につなぐふるさとの再生フォーラムを開催， No.234, p. 6, 1999. 5 
222）大雨・台風 災害は忘れた頃にやってくる， No.235, p. 2, 1999. 6 
223）戸別受信器の点検をお願いします， No.235, p. 3, 1999. 6 
224）民話・深江の知恵者ろくべえどんを発刊， No.235, p. 6, 1999. 6 
225）まちの動き， No.235, p. 8, 1999. 6 
226）まちの動き， No.236, p. 5, 1999. 7 
227）ふるさと新鮮市オープン， No.236, p.7, 1999.7 
228）第 3回ろくべえどん祭「ふかえ」が超楽しい， No.236, p. 18, 1999. 7 
229）上大野木場自主防災会コミュニティ助成事業で防災物品を整備， No.237, p. 6, 1999. 8 
230）まちの動き， No.237, p.7, 1999.8 
231）「陳」駐日中国大使土石流被災家屋を視察， No.238, p. 1, 1999. 9 
232）第 3回ろくべえどんまつり一歩行者天国にひと，ヒト，人， No.238, p. 2, 1999. 9 
233）復興のっち音・誓い新たに一大野木場メモリアルデー99, No. 238, p. 5, 1999. 9 
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234）まちの動き， No.238, p. 10, 1999. 9 
235）一赤松谷地区一治山ダム工事が着工， No.239, p. 4, 1999. 10 
236）豊かな漁場を！沈船漁礁を設置， No.239, p. 5, 1999. 10 
237) 報告 1999火山砂防フォーラム inフィリピン， No.239, p. 6, 1999. 10 
238）まちの動き， No.239, p. 7, 1999. 10 
239）まちの動き， No.240, p. 3, 1999. 11 
240）’ G Gふかえちょうあの話題・この話題！ , No. 241, pp. 2-4, 1999. 12 
241）まちの動き， No.241, p. 5, 1999. 12 
242）第16回産業まつり， No.241, p. 6, 1999. 12 
243）李主席被災家屋を視察， No.242, p. 9, 2000. 1 
244）新生大野木場小学校 大火砕流から 8年 5か月，大野木場小学校の新校舎が完成，
No. 243, pp. 2-3, 2000. 2 
245）大野木場小学校の生い立ち，よろこびの“声”， No.243, pp. 4 5, 2000. 2 
246）“再生の森”づくりに800人が桜ノfークに植樹！，葉たばこの種まき 今年も豊作を，
No.243, p.6, 2000.2 
247）がんばれ大野木場つ子！歌手の寺井さんグランドピアノを寄贈，長い間ありがとう！
仮設校舎にお別れを告げました，桜パークに卒業記念の植樹， No.244, p. 6, 2000. 3 
248）連合長崎桜パークの植栽完成， No.245, p.2, 2000.4 
249）横田町長ら被災地を激励， No.245, p.4, 2000.4 
250）阿弥陀三噂像を建立 みずなし本陣被災者のめい福を祈り，大野木場情報センター
来場者 5万人達成， No.246, p.4, 2000. 5 
251）戸別受信機の点検をお願いします，災害に備える 防災連絡会議を開催， No.247,p. 3, 
2000.6 
252）安全・安心なまちづくりを目指して一平成12年度建設省雲仙復興工事事務所事業概要
, No. 247, p. 4, 2000. 6 
253）国へ要望， No.248, p. 4, 2000. 7 
254）深江町で写真展一噴火災害10年を振り返る一， No.249, p.9, 2000.8 
255）第 4回ろくべえどんまつり 8000人の知恵者で大賑い， No.250, p.2, 2000.9 
256）みずなし本陣に“ふれあいショップ”オープン， No.250, p. 4, 2000. 9 
257）葉たばこの買い取り， No.250, p.6, 2000.9 
258）噴火のメカニズムを探る 科学掘削調査，入場者100万人突破 みずなし本陣ふかえ
一， No.251, p.3, 2000. 10 
259）噴火から 10年 復興・再生を全国にアピール，上大野木場の「科学掘削」採取サンプ
ルを一般公開， No.253, p.4, 2000. 12 
260）今年も豊作を， No.255, p. 6, 2001. 2 
261) 島原中央道路杭打式， No.256, p. 1, 2001. 3 
262）水無川導流堤完成，大野木場監視所建設， No.257, p. 7, 2001. 4 
158 
263）「北海道議員j深江町を視察， No.258, p. 6, 2001. 5 
264）防災会議を開催， No.259, p. 6, 2001. 6 
265）第 8回島原半島ツーデーマーチ， No.259, p. 6, 2001. 6 
266) 9 . 15大火砕流から 10年 大野木場メモリアルデー2001, No. 262, p. 2, 2001. 9 
267）第 5回「ろくべえどんまつり J 1万人のひと・ヒト・人， No.262, p. 4, 2001. 9 
268）葉たばこ 2年連続豊作， No.263, p. 4, 2001. 10 
269）クルマエピ新養殖場着工， No.264, p. 5, 2001. 11 
270）第四国産業まつり！ ! , No. 265, p. 4, 2001. 12 
271）県立島原病院いよいよ開院！！一平成14年 1月24日から診療開始一， No.265, p. 14, 2001. 12 
272）“みずなし本陣m入場者200万人突破！ , No. 266, p. 7, 2002. 1 
273）葉たばこ種まき， No.267, p.4, 2002.2 
274）被災地を結ぶ「希望りんご」深江町に， No.268, p. 8, 2002.3 
275）町営住宅「大野木場団地」完成，アララクリーン会“桜パークに植樹＂ , No. 269, p. 8, 
2002.4 
276）「寺井一通とナガサキの歌びとたちのコンサート J, No. 270, p. 2, 2002. 5 
277）桜ノfークに八重桜150本を植樹， No.270, p.3, 2002.5 
278）九州・沖縄「道の駅」連絡会総会，防災会議を開催， No.271, p.3, 2002.6 
279）雲仙岳災害記念館， 7月 1日にオープンしました， No.272, p. 1, 2002. 7 
280）赤松谷治山ダム 4基完成， No.273, p.4, 2002.8 
281) H 3. 9. 15の大火砕流から丸11年「大野木場監視所関所式j 「雲仙・普賢岳子供塾」
「大野木場メモリアルデー」開催，ふるさと伝承館着工， No.274, p. 2-3, 2002. 9 
282）第 6回ろくべえどんまつり， No.274, p.4, 2002.9 
283）葉たばこの買い取り開始！ , No. 274, p. 6, 2002. 9 
284）葉たばこ種まき， No.279, p.4, 2003.2 
285）入場者300万人達成！ , No. 280, p. 5, 2003. 3 
286）防災会議を開催， No.283, p.5, 2003.6 
287）被災地へ見舞金， No.285, p. 14, 2003.8 
288) 9 . 15大野木場メモリアノレデー2003, No.286, p.3, 2003.9 
289）第 7回ろくべえどんまつり， No.286, p.4, 2003.9 
290）第10回島原半島ツーデーマーチ， No.288, p.3, 2003. 11 
291) 上大野木場仁田峠線登山遊歩道完成！ ! , No. 289, p. 3, 2003. 12 
292）火砕流の脅威を後世にー旧大野木場小学校に発電表示装置一， No.292, p.5, 2004.3 
293）「かどわき歴史災害記念館j完成， No.292, p.6, 2004.3 
294）入場者400万人突破！みずなし本陣ふかえ， No.294, p. 3, 2004. 5 
295）防災会議を開催，深江町クルマエビ養殖場開門， No.295, p. 3, 2004. 6 
296）クルマエピ養殖場種苗を放流「大きくなーれ！ ! J , No. 296, p. 3, 2004. 7 
297) “土砂災害”郵便局と協定締結， No.297, p.2, 2004.8 
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298）第 8回ろくべえどんまつり， No.298, p. l, 2004.9 
299）大野木場メモリアルデー 9.15, No. 298, p. 2, 2004. 9 
300）クルマエピ初出荷， No.298, p.2, 2004.9 
301）桜パークで記念植樹， No.299, p. 7, 2004. 10 
302）第11回島原半島ツーデーマーチ， No.300, p.4, 2004. 11 
303）第21回深江町産業まつり， No.301, p.2, 2004. 12 
304）まちの防災力を高めよう，防災会議を開催， No.308, p.4, 2005.8 
島原市災害復興・再建ニュース「ふっこう j
1 ）第 1号（平成 4年 1月25日）
発行にあたって，復興対策の推進，復興計画の作成にむけて 復興の中心は市民の
皆さんー
2）第 2号（平成 4年 2月25日）
土石流対策一今できることから一，復興計画の準備ーまず個別調査から一，住環境
対策一避難生活がんばってー
3）第 3号（平成 4年 3月25日）
砂防・治山施設計画の基本構想が発表されました，被災者実態調査へのご協力あり
がとうございました
4）第 4号（平成 4年 4月25日）
梅雨前に緊急連絡橋一国道251号に迂回ルートを建設一，第 2号遊砂地の造成工事に着手，
「し、こいの部屋Jを設置しました
5）第 5号（平成 4年 5月25日）
1号遊砂地が完成，災害対策委員会が発足










8）第 8号（平成 4年 8月25日）
自立復興に燃える人たち（吾妻町で営農再開，新たにスポーツ用品店，新工場で操業再
開，新名所が移転復活，粋を大切に再出発，三会の大地で花き園芸）






国道57号線通行再開 6 . 3大火砕流以来 1年 4ヵ月ぶり ，県の基金に30億円繰り
























































































32）災害 5周年祈念事業「復興シンポジウム」開催，島原市災害復興課， 1996.10. 26 
33）災害 5周年祈念事業「史跡ウオークラリー」開催，島原市災害復興課， 1996.11.9
34) 「寛政 4年島原大変関連古絵地図展」開催，島原市災害復興課， 1996.10. 14-27 
建設省雲仙復興工事事務所 雲仙復興だより
1 ）第 1号（平成 7年 6月）
水無川流域で行っている砂防事業について紹介します






4）第 4号（平成 8年 3月）
雲仙普賢岳の防災情報システムについて紹介します，島原深江道路が水無川を横断
























賞無人化工法による Rc Cコンクリートダムの施工水無川 1号ダム越流部建設工事
13）第12号（平成10年10月）
水無川 2号砂防ダム，千本木 1号砂防ダムの越流部工事に着手，大野木場メモリアル
イベント’ 98開催！！， 「キャンプ砂防in雲仙」開催！！， 「第 2回ろくべえどんまつり」

















































































































34）平成 17年度 Vol. 3 （平成 17年 12月）
溶岩ドームの現況，島原半島のトンネルの効果と地下水のはなし，平成噴火の日 inわれん川，
お天気のなぜ0なぜ？不思議講座（part2）一雪はテンから送られた手紙一




36）国土交通省雲仙復興事務所 がまだす通信 平成 18年度 Vol.1 （平成 18年 9月）
平成 19年春、中尾）I （千本木地区）の砂防えん堤が出来上がります，平成新山登頂ーそびえ
る溶岩尖岩 ドームのスケールを痛感 ，平成 18年度「道路ふれあい月間J 一「道の絵」コン
クール「道の日」標語の表彰式を開催一，キャンプ砂防開催，島原半島空中斜写真（西側から見
た雲仙普賢岳）
















9）国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所： UNZEN2005 平成 17年度事業概要
Project Outline 
10）国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所： UNZEN2006 平成 18年度事業概要
Project OutlineE-mail takahasi@civil. nagasaki-u. ac. jp 
復興ネットワーク
1 ）宮崎和子：今こそ情報交換を一心と心をつなぐネットワークづくり一，第 1号， p.1, 
1995. 1 
2）鐘ケ江菅ー：今だから語ること「現行災対法に疑問J，第 1号， pp.2-3, 1995. 1 
3）普賢日誌， 1994年 6月 3日より，第 1号， pp.8-9, 1995. 1 
4 ）菊池文喬：他とともに生きる 阪神大震災に普賢岳のノウハウを ，第 2号， p.1, 
1995.4 
5）普賢日誌， 1995年 1月12日より，第 2号， p.9, 1995.4 
6）村越安男：噴火から 5年！一行政と住民の対話を一，第 3号， p.l, 1995.12 
7 ）災害は終わったか？ーネットワーク 1周年座談会一，第 3号， pp.2 5, 1995. 12 
8）旭 芳郎：災害に強い島原半島をつくる！ ' pp, 6-7，第 3号， 1995.12 
9）普賢日誌， 1995年 4月28日より，第 3号， p,15, 1995. 12 
10）神戸金史・島原の知恵を全国に，第 4号， p.l, 1996.6 
11) 普賢日誌， 1995年12月16日より，第 4号， p.13, 1996. 6 
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3）長崎県：雲仙普賢岳噴火（災害の記録） ' 1992. 




7）島原市．雲仙・普賢岳災害一島原市災害記録ー しまばら再生へ， 1995.3 




1 ）建設省九州地方建設局雲仙復興工事事務所：雲仙・普賢岳火山砂防事業の歩み， 2000.11 
絵はがき















9 .  茸包 Eヨ
1 ）建設省国土地理院地図管理部：雲仙岳数値標商データ（島原，雲仙） ' 1991. 5 
2）建設省国土地理院測図部： l:5,000雲仙岳火砕流災害現況図（応急版）， 1991.6 
3）建設省国土地理院測図部： 1:5,000雲仙岳火砕流・土石流現況図（応急版） ' 1991. 8 






































18）国土庁：雲仙岳噴火災害対策 21分野98項目の概要， 1993.7 
19）長崎県河川課：中尾川中小河川改修事業， 1994
20）大本組： Cs G工法による水無 1号ダム左岸袖部建設工事
21) 長崎県：水無川災害復旧助成事業〔災害に強いまちづくりをめざして入 1996.3 


















































53) The Unzen Eruption -Reconstruction and Lessons Learned from the Disaster-ー：



















63）国土交通省九州地方整備局雲仙復興事務所： THEWORST DISASTER IN JAPAN The 
1791・92eruption ofUnzen -Fugendake and the sector collapse ofMayu・Yama 
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11. 業斤厚司幸艮示重言己弓享 〈婁込ヌド二〉
1 ) 朝日新聞 平成 3年（1991年） 2月一平成 3年（1991年） 8月
2) I 平成 3年（1991年） 9月一平成 3年 (1991年） 12月
3) I 平成 4年（1992年） 1月ー平成 4年（1992年） 4月
4) I 平成 4年（1992年） 5月一平成 4年（1992年） 8月
5) I 平成 4年（1992年） 9月一平成 4年（1992年） 12月
6) I 平成 5年（1993年） 1月平成 5年 (1993年） 6月
7) I 平成 5年（1993年） 7月一平成 5年（1993年） 12月
8) I 平成 6年（1994年） 1月ー平成 6年（1994年） 6月
9) I 平成 6年（1994年） 7月一平成 6年（1994年） 12月
I 平成 7年（1995年） 1月平成 7年（1995年） 6月
11) I 平成 7年（1995年） 7月一平成 7年 (1995年） 12月
12) I 平成 8年（1996年） 1月平成 8年（1996年） 12月
13) I 平成 9年（1997年） 1月ー平成 9年 (1997年） 12月
14) I 平成10年（1998年） 1月一平成10年（1998年） 12月
15) I 平成11年（1999年） 1月一平成11年（1999年） 12月
16) I 平成12年（2000年） 1月一平成12年（2000年） 12月
17) I 平成13年（2001年） 1月ー平成13年（2001年） 12月
18) I 平成14年（2002年） 1月一平成14年（2002年） 12月
19) I 平成15年（2003年） 1月一平成15年（2003年） 12月
20) I 平成16年（2004年） 1月一平成16年（2004年） 12月
I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月







26) 島原新聞 平成 2年（1990年） 11月平成 3年 (1991年） 3月
27) I 平成 3年（1991年） 4月一平成 3年 (1991年） 6月
28) I 平成 3年（1991年） 7月一平成 3年（1991年） 9月
I 平成 3年（1991年） 10月一平成 3年（1991年） 12月
30) I 平成 4年（1992年） 1月一平成 4年（1992年） 3月
I 平成 4年（1992年） 4月一平成 4年 (1992年） 7月
32) I 平成 4年（1992年） 8月一平成 4年（1992年） 10月
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33) I 平成 4年（1992年） 1 1月一平成 4年（1992年） 12月
34) I 平成 5年（1993年） 1月一平成 5年（1993年） 4月
35) I 平成 5年（1993年） 5月一平成 5年（1993年） 8月
36) I 平成 5年（1993年） 9月一平成 5年 (1993年） 12月
37) I 平成 6年（1994年） 1月平成 6年（1994年） 4月
38) I 平成 6年（1994年） 5月一平成 6年（1994年） 8月
39) I 平成 6年（1994年） 9月一平成 6年 (1994年） 12月
40) I 平成 7年（1995年） 1月一平成 7年（1995年） 6月
41) I 平成 7年 (1995年） 7月ー平成 7年 (1995年） 12月
42) I 平成 8年（1996年） 1月ー平成 8年（1996年） 6月
43) I 平成 8年（1996年） 7月一平成 8年 (1996年） 12月
44) I 平成 9年（1997年） 1月ー平成 9年（1997年） 12月
45) I 平成10年（1998年） 1月一平成10年 (1998年） 12月
46) I 平成11年（1999年） 1月一平成11年（1999年） 12月
47) I 平成12年（2000年） 1月一平成12年（2000年） 12月
48) I 平成13年（2001年） 1月一平成13年（2001年） 12月
49) I 平成14年（2002年） 1月一平成14年（2002年） 12月
50) I 平成15年（2003年） 1月ー平成15年（2003年） 12月
51) I 平成16年（2004年） 1月平成16年（2004年） 12月
52) I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月
I 平成18年（2006年） 1月一平成18年（2006年） 12月
54) I 平成19年（2007年） 1月一平成19年（2007年） 12月
I 平成20年（2008年） 1月ー平成20年（2008年） 12月
56) I 平成21年（2009年） 1月一平成21年（2009年） 12月
長崎新聞 平成 2年（1990年） 1 1月一平成 3年（1991年） 6月
58) I 平成 3年（1991年） 7月一平成 3年（1991年） 8月
59) I 平成 3年（1991年） 9月ー平成 3年（1991年） 10月
60) I 平成 3年（1991年） 11月一平成 3年（1991年） 12月
61) I 平成 4年（1992年） 1月一平成 4年 (1992年） 3月
62) I 平成 4年（1992年） 4月一平成 4年（1992年） 6月
63) I 平成 4年（1992年） 7月一平成 4年 (1992年） 9月
64) I 平成 4年（1992年） 10月一平成 4年 (1992年） 12月
I 平成 5年（1993年） 1月一平成 5年（1993年） 3月
66) I 平成 5年 (1993年） 4月一平成 5年 (1993年） 6月
67) I 平成 5年（1993年） 7月一平成 5年（1993年） 9月
68) I 平成 5年 (1993年） 10月一平成 5年 (1993年） 12月
69) I 平成 6年（1994年） 1月一平成 6年（1994年） 4月
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70) I 平成 6年 (1994年） 5月ー平成 6年（1994年） 8月
71) I 平成 6年（1994年） 9月一平成 6年（1994年） 12月
72) I 平成 7年（1995年） 1月平成 7年（1995年） 6月
73) I 平成 7年（1995年） 7月一平成 7年（1995年） 12月
74) I 平成 8年（1996年） 1月一平成 8年 (1996年） 12月
75) I 平成 9年（1997年） 1月一平成 9年 (1997年） 12月
76) I 平成10年（1998年） 1月一平成10年（1998年） 12月
77) I 平成11年（1999年） 1月一平成11年（1999年） 12月
78) I 平成12年（2000年） 1月一平成12年（2000年） 12月
79) I 平成13年（2001年） 1月一平成13年（2001年） 12月
80) I 平成14年（2002年） 1月一平成14年（2002年） 12月
81) I 平成15年（2003年） 1月ー平成15年（2003年） 12月
82) I 平成16年（2004年） 1月一平成16年（2004年） 12月
83) I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月
84) I 平成18年（2006年） 1月平成18年（2006年） 12月
85) I 平成19年（2007年） 1月一平成19年（2007年） 12月
86) I 平成20年（2008年） 1月一平成20年（2008年） 12月
87) I 平成21年（2009年） 1月一平成21年（2009年） 12月
88）西日本新聞 平成 3年（1991年） 2月一平成 3年 (1991年） 6月
89) I 平成 3年（1991年） 7月一平成 3年 (1991年） 9月
90) I 平成 3年（1991年） 10月一平成 3年 (1991年） 12月
91) I 平成 4年（1992年） 1月一平成 4年 (1992年） 4月
92) I 平成4年（1992年） 5月一平成 4年（1992年） 8月
93) I 平成 4年（1992年） 9月一平成 4年（1992年） 12月
94) I 平成 5年（1993年） 1月ー平成 5年（1993年） 4月
95) I 平成 5年（1993年） 5月一平成 5年 (1993年） 8月
96) I 平成 5年（1993年） 9月一平成 5年（1993年） 12月
97) I 平成 6年（1994年） 1月一平成 6年（1994年） 6月
98) I 平成 6年（1994年） 7月平成 6年（1994年） 12月
99) I 平成 7年（1995年） 1月一平成 7年 (1995年） 6月
100) I 平成 7年 (1995年） 7月一平成 7年（1995年） 12月
101) I 平成 8年 (1996年） 1月一平成 8年（1996年） 12月
I 平成 9年（1997年） 1月一平成 9年（1997年） 12月
103) I 平成10年（1998年） 1月一平成10年 (1998年） 12月
104) I 平成11年（1999年） 1月 平 成11年（1999年） 12月
105) I 平成12年（2000年） 1月一平成12年（2000年） 12月
106) I 平成13年（2001年） 1月平成13年（2001年） 12月
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I 平成14年（2002年） 1月一平成14年（2002年） 12月
108) I 平成15年（2003年） 1月一平成15年（2003年） 12月
109) I 平成16年（2004年） 1月一平成16年（2004年） 12月
110) I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月
111) I 平成18年（2006年） 1月一平成18年（2006年） 12月
毎日新聞 平成 3年（1991年） 2月一平成 3年 (1991年） 7月
I 平成 3年 (1991年） 8月一平成 3年（1991年） 12月
114) I 平成 4年（1992年） 1月一平成 4年（1992年） 4月
I 平成 4年 (1992年） 5月一平成 4年 (1992年） 8月
116) I 平成 4年（1992年） 9月一平成 4年（1992年） 12月
I 平成 5年（1993年） 1月一平成 5年（1993年） 6月
118) I 平成 5年（1993年） 7月一平成 5年（1993年） 12月
119) I 平成 6年（1994年） 1月一平成 6年（1994年） 6月
120) I 平成 6年（1994年） 7月一平成 6年（1994年） 12月
121) I 平成 7年 (1995年） 1月一平成 7年（1995年） 12月
122) I 平成 8年 (1996年） 1月一平成 8年（1996年） 12月
I 平成 9年（1997年） 1月一平成 9年（1997年） 12月
124) I 平成10年 (1998年） 1月一平成10年（1998年） 12月
125) I 平成11年（1999年） 1月一平成11年（1999年） 12月
126) I 平成12年（2000年） 1月平成12年（2000年） 12月
127) I 平成13年（2001年） 1月ー平成13年（2001年） 12月
I 平成14年（2002年） 1月一平成14年（2002年） 12月
I 平成15年（2003年） 1月一平成15年（2003年） 12月
130) I 平成16年（2004年） 1月一平成16年（2004年） 12月
131) I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月
132) I 平成18年（2006年） 1月一平成18年（2006年） 12月
133) 読売新聞 平成 3年（1991年） 2月ー平成 3年（1991年） 8月
134) I 平成 3年（1991年） 9月一平成 3年（1991年） 12月
135) I 平成 4年 (1992年） 1月一平成 4年（1992年） 4月
136) I 平成 4年（1992年） 5月一平成 4年 (1992年） 8月
137) I 平成 4年（1992年） 9月一平成 4年（1992年） 12月
138) I 平成 5年（1993年） 1月一平成 5年（1993年） 6月
139) I 平成 5年（1993年） 7月一平成 5年（1993年） 12月
140) I 平成 6年 (1994年） 1月一平成 6年（1994年） 6月
141) I 平成 6年（1994年） 7月一平成 6年（1994年） 12月
142) I 平成 7年（1995年） 1月一平成 7年（1995年） 12月
143) I 平成 8年（1996年） 1月一平成 8年（1996年） 12月
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144) I 平成 9年（1997年） 1月一平成 9年（1997年） 12月
145) I 平成10年（1998年） 1月一平成10年（1998年） 12月
146) I 平成11年（1999年） 1月一平成11年（1999年） 12月
147) I 平成12年（2000年） 1月ー平成12年（2000年） 12月
148) I 平成13年（2001年） 1月一平成13年（2001年） 12月
149) I 平成14年（2002年） 1月ー平成14年（2002年） 12月
150) I 平成15年（2003年） 1月一平成15年（2003年） 12月
151) I 平成16年（2004年） 1月平成16年（2004年） 12月
152) I 平成17年（2005年） 1月一平成17年（2005年） 12月
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